
トップエスイー： サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム
文部科学省科学技術振興調整費 産学融合先端ソフトウェア技術者養成拠点の形成

トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

SW開発支援業務に対するエージェントスキル
の活用が分析・支援品質に及ぼす効果の検証

三菱電機株式会社 城戸 晶史

支援エージェントスキルを中心とした支援全体像

業務における問題点 手法・ツールの適用による解決

背景
自部門はコーポレート部門として社内のS/W 
開発におけるプロセスや品質の支援を実施

問題点
問題発見および仮説立案の能力の属人化
支援依頼の増加に対するリソース不足

エージェントスキルの活用
支援ノウハウを含めたエージェントスキル
による状況分析、問題発見、仮説立案

支援業務の標準化・効率化
支援品質の安定化、支援工数の削減、
対応可能な支援件数の拡大

今後の課題

結果評価項⽬とする理由内容評価項⽬
10回中
8回⼀致

問題を列挙するだけでなく、「何から着⼿すべき
か」を判断することが⽀援では重要であるため

もっとも重要な問題を
判断できるか

①最重要問題
の⼀致

30個中
27個補⾜

⼈間が重要と判断する問題の列挙をどこまで
カバーできるかを確認するため

わたしのtop3問題を
とらえているか

②網羅

10回中2回出⼒⼈間の視点を補完可能か確認するため私が⾒落とした問題をだすか③追加発⾒
10回実施
で0件

事実と異なる、会議内容と⽭盾、というような
内容を相⼿に出すと信頼を失うため

⾮問題事象を問題として
検出していないか

④誤検出

独⾃評価軸で
対⽴を確認

複数の考え⽅を⽐較したいため主要仮説と対⽴する仮説
となっているか

⑤対⽴仮説
の提案⼒

評価の狙い エージェントスキルの回答が、実務に適用可能な水準にあるか、を検証

評価および結果

エージェントスキルの継続的改善
エキスパートによる評価・改善を通じた、問題発見力・仮説立案力・実務適用性の向上

評価基準の継続的改善
実務への適用やブラインドテストの利用による評価基準と実務効果の相関検証、および評価基準の改善

⽀援エージェントスキル

情報
問題提起/
アドバイス

発話内容
テキスト

プロジェクト情報
(プロダクト、チームなど)

会議の
⾳声データ

話者分離
テキスト抽出⽀援先の会議

問題提起/
アドバイス

⼈間の確認


